
略称 年次 場所 略称 年次 場所 略称 年次 場所 略称 年次 場所
A H15 道東A町 C H16 道東C市 E H17 道東B町 G H17 道央D町
B H16 道東B町 D H16 道央D町 F H17 道東C市 H H17 道央E市

略 形状 高さ 幅 長さ 被覆方法 収穫日 貯蔵 貯蔵 貯蔵 供試
称 (m) (m) (m) 開始日 終了日 期間 品種
A 台形 1.8 9.0 25 慣行シート 11/7 11/8 12/19 42日間 えとぴりか

B 台形 1.9 9.0 30 慣行シート+ﾎﾟﾘｼｰﾄ 10/27 10/28 12/22 56日間 のぞみ

C 台形 2.1 8.5 30 慣行シート 10/19 11/14 12/16 33日間 のぞみ

D 台形 1.8 10.5 15 慣行シート 10/19 10/31 12/13 44日間 のぞみ

E 台形 1.9 9.0 30 慣行シート 10/28 11/4 12/19 46日間 えとぴりか

F 台形 1.8 8.5 15 慣行シート 10/28 11/10 12/16 37日間 えとぴりか

G 台形 2.1 10.5 15 慣行シート 10/28 10/30 12/9 41日間 えとぴりか

H 台形 1.7 8.0 15 慣行シート 10/28 11/7 12/13 37日間 えとぴりか

*慣行シート：農家貯蔵用に普及されたポリプロピレン製の織り込まれた布状のシート。
** ポリシート：ラミネート加工されたポリエチレン製の機密性に富んだ薄いシート。側面のみの被覆。

成績概要書 (2007 年1 月作成) 

研究課題名：てんさいの農家貯蔵における根中糖分、根重の損失実態と要因 

（てんさいの貯蔵に伴う糖分・根重への影響） 

担当部署：十勝農試 作物研究部 畑作園芸科 

予算区分：受託 

研究期間：2004～2005 年度（平成16～17 年度） 

1.目的 てんさいの農家貯蔵における根中糖分、根重の損失実態と要因について明らかにする。 

2.方法 1) 圃場堆積の中央部における貯蔵による根中糖分、根重の変化 

(1)試験年次および場所 

 

 

  (2)貯蔵方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)試験手順 a)試料：無病害の中庸な約20株。b)試料の保存：二重ポリエチレン袋に密封し5℃冷蔵。 

c)処理：試料を網袋に入れ、1位置3～4点と温湿度センサーを圃場堆積中央部に埋設。d)測定調査 

：貯蔵前後の根重、根中糖分、温度、湿度および外観調査。以下同様。 

 2) 圃場堆積の天井面における貯蔵による根中糖分、根重の変化 

   a)試験年次および場所、貯蔵方法および試験手順：1)試験と同様。ｂ)処理：圃場堆積の天井面に埋設。 

3) 圃場堆積の側面、底面における貯蔵による根中糖分、根重の変化 

   a)試験年次および場所：H16、17 年十勝農試（B,E）。ｂ)処理：圃場堆積の東西南北の各面、底面に埋設。 

 4) 打撲傷、タッピング位置および品種による根中糖分、根重の変化 

   a)試験年次および場所：打撲傷（A,E）。タッピング位置および品種（B,E）。b)処理 打撲傷：金槌による 4 

カ所の裂傷。タッピング位置：標準(最下茎葉痕跡部より 1cm 上部)、浅切（標準より 1cm 上部）、深切（標 

準より 1cm 下部）。 品種：「のぞみ」（根重型）、「えとぴりか」（中間型）、「あまいぶき」（糖分型）。 

３．成果の概要 

1) 圃場堆積の中央部では、農家貯蔵による根重の減少はほとんどなく、根中糖分は貯蔵前に比べ同等から

7 ポイントの低下と試験例により差が認められ、糖量の減少に影響を及ぼした。(表1)。 

2) 圃場堆積の中央部における根中糖分の低下程度と糸状菌根率、萌芽根率との相関は低かったが、貯蔵期 

間の積算温度とは有意な負の相関が認められた（表 2）。このことから、呼吸による糖の消耗が糖分低下の

主な要因と考えられ、低温日における収穫および圃場堆積の作成や収穫期の遅延化等により貯蔵開始時

の品温を下げることが重要である。 

3) 圃場堆積の天井面、底面では、農家貯蔵による根重の減少はほとんどなく、根中糖分の低下は試験例に

より差がみられた。中央部、天井面および底面における根中糖分の低下程度と貯蔵期間の積算温度には、

積算温度が300℃の場合、根中糖分が貯蔵前に比べ3ポイント低下する関係がみられた（図1）。 

4) 圃場堆積の側面における貯蔵では、根の凍結により根重の減少程度が大きくなる傾向があることから、シ 

ート被覆を二重にするなどの凍結防止対策が重要である（表3）。 

5) 打撲傷をつけた根の農家貯蔵では、糖量が減少する傾向があったことから、収穫や圃場堆積の作成に

おける打撲傷の発生に留意する必要がある（表4）。 

6) タッピング位置が浅くなるほど農家貯蔵後の萌芽根率が高まり、糖量が減少する傾向があったことか

ら、収穫時のタッピング位置に留意する必要がある(表4)。 

7) 農家貯蔵による根重、根中糖分、糖量の損失程度に品種間差は認められなかった(表4)。 



表1　圃場堆積中央部の根中糖分等の損失程度と外観変化、積算温度
略 貯蔵前 糸状菌 萌芽 凍結 積算温度
称 根中糖分(%) 根重 根中糖分 糖量 根率(%) 根率(%) 根率(%) (℃）
A 19.25 98 99 98 145

B 17.41 100 96 96 96.6 24.1 0.0 342
C 16.97 99 98 97 85.0 17.5 0.0 239
D 16.97 100 96 95 100.0 90.0 0.0 414
E 18.28 99 100 100 6.7 10.0 0.0 210
F 18.28 99 100 99 25.0 16.7 0.0 187
G 18.28 99 93 92 21.7 15.0 0.0 460
H 18.28 100 99 99 0.0 10.0 0.0 270

99 98 97 47.8 26.2 0.0 283

**積算温度には貯蔵前後の保存期間(5℃)を含み、0℃以下は除く。

（未調査）

*糸状菌根率,腐敗根率,萌芽根率,凍結根率：糸状菌,腐敗,萌芽,凍結が発生した個体割合。

(貯蔵後/貯蔵前)百分比

平均

表4 打撲傷､ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ,品種の差と根中糖分、

　根重の損失程度

年次 萌芽
処理名 根重 根中糖分 糖量 根率(%)

15標準 98 99 98 －

15傷あり 98 98 96 －

16標準(N) 100 96 96 24.1
16浅切 100 94 94 74.4
16深切 100 96 96 8.4

16（A) 99 96 95 21.8
17標準(E) 99 100 100 10.0
17傷あり 97 99 96 8.8
17浅切 99 100 98 53.3
17深切 100 99 99 0.0
17(N) 100 100 99 16.7
17(A) 100 100 100 15.0
*標準は傷なし、標準切。

**N：のぞみ,A:あまいぶき,Eえとぴりかの略。

（貯蔵後/貯蔵前）百分比

表3 側面における貯蔵による根中糖分,根重の損失程度

凍結 内部 糖量の(貯蔵
根中 根率 凍結 後/貯蔵前)
糖分 (%) 根率(%) 百分比

16E 96 100 96 0.0 0.0

16W 97 99 96 52.1 0.0 中央部96

16S 98 98 96 0.0 0.0 天井面96

16N 100 98 98 33.8 0.0
17E 95 98 93 0.0 0.0
17W (96) (102) (98) 88.3 83.3 中央部100
17S (88) (108) (95) 93.3 90.3 天井面98
17N (95) (101) (96) 100.0 93.3
*位置略称　E:東面，W:西面，S:南面，N:北面。

**内部凍結根率は根の半分以上が凍結した個体割合。
***（）は内部凍結が融解した後の値。

(貯蔵後/貯蔵前)百分比

根重 糖量
年次
位置

図1 根中糖分の低下程度と

貯蔵期間の積算温度の関係

y = -0.0208x + 103.41

r = -0.885**
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表2  圃場堆積中央部における根中

糸状菌根率、萌芽根率、貯蔵期間の

積算温度との関係

要因 相関係数

糸状菌根率 -0.352
萌芽根率 -0.337

貯蔵期間の積算温度 -0.926**

＊糸状菌根率:糸状菌が発生した個体割合。

**萌芽根率:萌芽が発生した個体割合。

***積算温度には貯蔵前後の保存期間(5℃)を含
み、0℃以下は除く。

糖分の低下程度（貯蔵後/貯蔵前)と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果の活用面と留意点 

  農家貯蔵における根中糖分、根重の損失実態とその要因を明らかにしたものであり、農家貯蔵を指導する際

の参考として活用する。 

 

５．残された問題点とその対応 

  農家貯蔵による根中糖分、根重の損失軽減対策技術の開発。 


